
第５７回建築士会全国大会「ふくしま大会」   平成 2６年 10 月２３日（木）～２５日（土）、第５７回建築士会全国大会 「ふくしま大会」 が開催されました。メインテーマに、建築士の決断「ならぬことはならぬものです」ふくしまで語ろう 建築・絆・再生と掲げた、全国各地より多数の建築士により盛大に開催されました。奈良県からも多数の青年委員会が参加いたしました。 大会を通して、全国の建築士会の方々と交流を持つことができたと共に、多様な活動をされている事に感銘を受けました。一連の大会イベントの中で、青年委員会の関わりが深い事業を紹介したいと思います。  第５回 全国建築士フォーラム in ふくしま     「あつまれ青年建築士！      地域実践活動発表会～見える・魅せる建築士会～」 

 全国の建築士会青年委員による多様な活動の中から、全国７ブロックより選出された事例が紹介されました。各ブロックの後に、座談会形式で発表者と参加者が語ら いながら研鑽し、活動のさらなる発展、波及、相互理解などの可能性を探る参加型の発表会となりました。その中で、奈良県建築士会としても多岐多様に渡る活動を行っていますが、全国の他ブロックにおいては、様々な角度から建築士の可能性を追求した活動が報告されていました。 

 

   その中で、近畿ブロックからの地域実践活動である「東山区空家対策プロジェクト」（京都府建築士会青年部会）が、最優秀となり連合会長賞を受賞し、同ブロックとしての喜びを感じることが出来たと共に、奈良県建築士会としても、更なる発展ある事業を行っていかなければいけないという思い受けました。 

 また、地域実践活動発表会の後には懇親会が行われ、各都道府県の枠を超えた建築士会の仲間とつながりを持つことが出来ました。その場においては、他の地域の建築士会の方とも本発表会に関する議論は元より、自らの地域での活動を対外的にＰＲを行うことも出来ました。  

 本大会を通して、全国の建築士会においてはそれぞれの地域性・独自性を活かした活動をされている事を実感すると共に、直接的な講義・質疑・対談することにより、活動内容を身近に感じる事ができ、素晴らしい大会となりました。 （青年委員会 向出篤史）     


